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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

○ ○ ○

やや良く
なっている

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・買上客数が前年並みで推移している。

百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・来客数が前年を上回る日が増えてきた。来客数の増
加に応じて売上も前年並みとなっている。また、食品
物産展も好調であった。

スーパー（店
長）

それ以外 ・年始の帰省客や家族連れによる購買が好調であり、
福袋や冬物処分品、携帯電話、寿司、刺身を中心に好
調に推移した。前月の大雪の影響による反動もあった
が、来客数、買上点数ともに着実に伸長して推移して
いる。全般的に催事の動きも好調であり、ひな人形が
市内客を中心に販売量が伸びているほか、バレンタイ
ン商戦も友チョコの拡大とともに手作り用品の販売が
好調である。

衣料品専門店
（店員）

お客様の様子 ・初売りの状況は良かったが、成人式の振袖は当日の
着付け写真などのアフターサービスに終始した。ホテ
ルで開催した展示会については、例年よりも厳しい寒
さの影響で客足が今一つであった。

乗用車販売店
（従業員）

来客数の動き ・エコカー補助金の復活が発表されて以来、来客数が
例年よりも増えている。

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・年末に発表された新型車の受注が好調であることに
加えて、前年の受注残が売上に貢献している。

住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・前年の東日本大震災の影響が徐々になくなってお
り、売上が前年を上回って推移している。

タクシー運転手 来客数の動き ・１月半ばまでは、タクシーの売上が前年を大きく下
回って推移していたが、中旬以降は寒い日が多かった
こともあり、売上が前年を上回るようになってきた。
１月全体では前年並みであるが、前年12月と比べて、
前年比のマイナス幅が小さくなってきた。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・売上が前年よりも５％程度上昇している。また、近
所のファミリーレストランの様子を見ても、以前とは
明らかに様子が違っており、午後２時ごろでも席が埋
まっている。

その他サービス
の動向を把握で
きる者［フェ
リー］（従業
員）

来客数の動き ・例年と比較して、悪天候による欠航回数が減少して
いる。また、映画の撮影にかかる人と機材等の輸送が
特需として発生している。

変わらない 商店街（代表
者）

お客様の様子 ・客は必要なものについて、価格や品質を吟味しなが
ら、慎重に買物をしている。それに伴い、衝動買いも
少なくなっている。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・なかなか給料やボーナスが上がらないなか、消費税
の増税問題など、客の購買意欲をそぐ話ばかりが出て
きている。客からは愚痴ばかりが出ており、なかなか
買物につながらない状況にある。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・かなり気温の低い日が続いているため、冬物セール
品に対する購買は好調であるが、お買い得品を求める
傾向が強く、単価面で厳しい。商品を買っている割
に、特に売上が増えているわけではない。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・状況に変化がみられない。客の話からも、そのよう
な傾向がうかがえる。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・厳寒による出控えにより、あまり良くない状態で推
移している。前年と比べても来街者の増加はみられ
ず、低調のまま推移している。天候不順等により、客
足の減少した３か月前と比べても大きな変動はみられ
ない。

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・８月以降伸びていた売上が11月から落ち込み始めて
おり、新年を迎えても、その傾向が変わっていない。
台湾や香港、マレーシアといった国からの観光客はだ
いぶ戻ってきているが、中国本土からの観光客や日本
人旅行者が極端に少ない。

一般小売店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・客の買上点数が大変シビアになっており、買物の仕
方が非常に細かくなっている。例えば、今までケース
で買っていた物も、バラで５～６本という買い方に
なっている。

家計
動向
関連



百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・初売りの福袋の売上は前年を上回った。しかし、冬
物のクリアランスセールでは、ミセスのコート及び
ジャケットの売上が前年の９割となっており、非常に
厳しい状況にある。その一方で、ひな人形の動きが活
発であり、バレンタインのイベントも好調に推移して
いる。また、冬休み企画の子供向けイベントは好調な
集客がみられたが、買上への影響はほとんどなかっ
た。

百貨店（販売促
進担当）

販売量の動き ・店舗への来客数は若干伸びているものの、買上客の
伸び率が鈍ってきている。

百貨店（役員） お客様の様子 ・今月は衣料品が比較的順調に推移している。一方、
ホームセンターでは降雪関連商品の動きが良いが、他
の商品の動きが悪く、最終的に前年を下回った。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・来客数が前年を上回るなど、堅調に推移している。
特に食料品は安定して大きなぶれもなく推移してい
る。その一方で、衣料品がやや苦戦している。気温が
例年よりも低く推移していることから、特に１月の後
半の動きが低調であった。

スーパー（企画
担当）

お客様の様子 ・内食化傾向が進むなか、年末年始商戦において、高
単価商品の動きに一部明るさが出てきているものの、
足元では再び価格競争の激しさや低価格商品への顧客
の需要が強まっており、景気が上向いている実感は全
くない。

スーパー（役
員）

来客数の動き ・この数か月、売上は変わらず前年比99％～100％の
間で推移している。商品単価が前年より上昇している
こともあり、既存店ベースでの客単価は前年を上回っ
ているが、来客数は前年比98％前後で推移しており、
客の買物頻度が減少していることがうかがえる。

衣料品専門店
（店長）

販売量の動き ・今年の冬は非常に寒いことから、冬物が売れること
を期待していたが、思っていたほどの動きがみられな
かった。

自動車備品販売
店（店長）

販売量の動き ・非常に良かった前年の販売量と同等の実績が見込ま
れる。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（経営
者）

販売量の動き ・原油価格が安定しており、自動車燃料及び暖房用燃
料の販売量に変化はみられない。

高級レストラン
（スタッフ）

単価の動き ・１月に入ってから、予想に反して売上が低迷してい
る。悪天候の日が続いたこともあり、ランチ、ディ
ナーとも、来客数の極端に少ない状態が続いており、
来客数は前年比で２けたのマイナスとなった。

高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・フェアのメニューは不調であったが、通常メニュー
が堅調で例年並みとなった。知り合いの飲食店も、週
末を中心に客足が伸び、例年並みであったと聞いてい
る。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・春節を迎えたことにより、外国人の客足が戻りつつ
あるが、地元客が減少しており、全体としては変わら
ない状況にある。

観光型ホテル
（経営者）

単価の動き ・来客数は徐々に回復傾向にあるものの、前年と比較
すると大きく減少したままである。また、客単価も平
年を大きく下回っている。

観光型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・東日本大震災以降、宿泊業者の低価格競争が慢性化
している。一方、宴会、会合は復調傾向にあるが、小
規模化と単価の低下傾向がみられる。

タクシー運転手 販売量の動き ・例年、この時期は寒さが厳しく、雪も降るため、３
か月前と比べれば、売上は約12％増加している。しか
し、売上の伸び率は前年と変わらないため、全体とし
ては横ばいでの推移となっている。

観光名所（職
員）

来客数の動き ・東南アジアからの観光客が増えつつあるが、東日本
大震災前の水準と比べれば微増である。

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・客の様子をみると、住宅を取得しようという方向に
向いていないことがうかがえる。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・分譲マンションのモデルルームを見に来る客の数は
さほど増えていないが、客の成約率の高い状態が継続
している。市場の在庫が少ないのが原因とみられる。

やや悪く
なっている

スーパー（企画
担当）

来客数の動き ・年末年始の消費が一段落し、以前より一層の節約
ムードが漂っている。

スーパー（役
員）

来客数の動き ・10年に１度といわれる寒波の影響により、来客数が
減少している。それに伴い売上も低迷している。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・積雪の多さや気温の低さにより、客の外出が減って
おり、来客数の伸びが鈍化している。



コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・１月は例年以上の気温の低下や積雪の多さがあった
ことから、来客数が減少している。

家電量販店（店
員）

来客数の動き ・初売りはまずまず良かったが、中盤から後半にかけ
て急速に来客数が激減している。

家電量販店（地
区統括部長）

販売量の動き ・前年の地上デジタル放送への完全移行後、薄型テレ
ビの不振が続いており、年が明けても回復には程遠い
状況にある。厳しい売上が続いている。

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

販売量の動き ・豪雪の影響もあるが、特に遅い時間帯の来客数が激
減している。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・前年までは旅客の動きが活発であったが、１月に
入ってからは全体的に動きが鈍くなっている。国内か
らの観光客の訪れも流氷が接岸するまでは動きが鈍い
まま推移する。

タクシー運転手 来客数の動き ・前年比で注文数が減少している。ただ、問い合わせ
件数については、前年並みで推移している。

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・通信機器の販売が最大となる春商戦を前にして競争
が激化しているが、他社のサービスを魅力的に感じる
客が増えてきている。

観光名所（従業
員）

来客数の動き ・３か月前の来客数は前年比で約90％まで回復してい
たが、今月は現時点で約86％となっており、回復基調
の勢いが鈍化している。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・来客数が３か月前及び前年よりも減っている。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・消費税の増税問題などの影響もあり、正月が明けて
からの来客数は前年の半分近くまで減少している。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・当月の販売量は前年比89％と前月に引き続き悪く、
３か月前と比較しても96％と右肩下がりの状況にあ
る。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

建設業（従業
員）

取引先の様子 ・補正予算による追加公共工事や、補助金を前倒しで
適用する年度内着工が条件の工事などが発注されてい
ることから、建設業界の景気は上向いている。

金融業（企画担
当）

それ以外 ・外国人を始めとする観光客が前年と比べて増加して
いる。建設関連では、一部ではあるが復興需要を取り
込む企業もみられ、人手不足感が出てきている。個人
消費は例年以上の雪と寒さで冬物商品が売れている。

その他サービス
業［ソフトウェ
ア開発］（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・年度末の納期に向けて、短期のヘルプ作業が出てき
ている。

その他サービス
業［建設機械
リース］（支店
長）

取引先の様子 ・設備投資に関する情報が増えてきている。

変わらない 食料品製造業
（団体役員）

それ以外 ・東日本大震災の影響による代替受注の増加などで、
販売量が前年を上回って推移しているものの、消費者
の購買価格の二極化が顕著になってきている。

食料品製造業
（役員）

受注量や販売量
の動き

・３か月前と比較して、受注量に大きな増減はみられ
ない。

家具製造業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・首都圏での売行きが鈍ってきているが、地方都市に
ついてはまずまずの動きとなっており、全体としては
横ばいで推移している。

輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・製紙業製品や医薬品、飼料製品の輸送量が順調に推
移している一方で、円高の影響により、輸出スクラッ
プの船積が落ち込んでいる。

司法書士 取引先の様子 ・冬期間のため、土地取引が減少している。中古住宅
や中古マンションの取引があるため、辛うじて倒産や
廃業を免れているような状況である。

コピーサービス
業（従業員）

受注量や販売量
の動き

・業績は変わらず、横ばいで推移している。

やや悪く
なっている

通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・取引先の様子や商談の状況から、今年度の業績見込
みや来年度の予算策定が厳しいという声が多い。

司法書士 取引先の様子 ・例年と比べて、冬期間の不動産の売買、建物の新築
が少ない。

その他サービス
業［建設機械レ
ンタル］（総務
担当）

取引先の様子 ・建設業の受注について、前倒しで発注が進められた
ことの反動が出始めている。

企業
動向
関連



悪く
なっている

その他非製造業
［鋼材卸売］
（役員）

それ以外 ・稼働日数が少なかったこともあるが、消耗資材関連
の販売量が悪かった。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・季節変動分を除くと、求人件数は前年と比較して３
～５％伸びている。ただし、業種や職種によって状況
はまだら模様であり、まだ不確実感が否めない。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・求人件数は前年比117％と年が明けても順調に推移
している。飲食店の来客数が好転しつつあることに加
えて、春先のスタッフの入替時期に向けての動きが目
立ってきている。また、厳寒及び大雪の影響により、
冬物衣料が好調であり、ファッション関連店舗からの
求人も増加している。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前年から17.3％増加し、23か月連続で
前年を上回った。月間有効求人数も前年から13.8％増
加し、23か月連続で前年を上回った。

学校［大学］
（就職担当）

周辺企業の様子 ・業界や業種によって異なるが、道内での営業拡大を
理由に求人を行いたいとする企業の訪問が何件か続い
ており、将来に向けての計画が動き出している。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

採用者数の動き ・求人内容をみると、欠員補充が目立っており、状況
に変化はみられない。

求人情報誌製作
会社（編集者）

周辺企業の様子 ・季節要因もあり、求人数の微増傾向が続いている
が、募集内容をみると欠員補充がほとんどである。周
辺企業からは、相変わらず明るい話が聞こえてこな
い。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・募集広告の売上が前年比104％となっている。１月
は前年割れを懸念していたが、予想以上に地域経済が
堅調であることがうかがえる。落ち込んでいた飲食関
連も盛り返しており、加工業、製造業、卸売業のほ
か、自動車関連や派遣も前年を大きく上回った。

職業安定所（職
員）

雇用形態の様子 ・12月の新規求人数は前年を5.8％上回った。その一
方で、新規求職者数は前年を10.2％下回った。月間有
効求人倍率は0.55倍であり、前年を0.07ポイント上
回った。また、新規求人数のうち、正社員求人の占め
る割合が49.9％と高まっているなど、明るい兆しも見
えつつあるものの、依然として求人者と求職者の間に
おける職種や労働条件のミスマッチも少なくないこと
から、引き続き厳しい状況にある。

職業安定所（職
員）

それ以外 ・管内の求人倍率は0.47倍と前年を0.05ポイント上
回ったが、依然として低水準で推移している。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人数は減少することなく、堅調に推移している。
ただし、求人の職種をみると、飲食店を含むサービス
業や慢性的に人材が不足する医療関連での常用求人が
目立っており、パート及びアルバイトの求人に対して
の応募がないため、求人条件を見直したようにも見え
る。その一方で、若年者の求職意欲は低迷している。

悪く
なっている

－ － －

雇用
関連


